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令和 4 年 10 月 26 日 

農林水産省 消費・安全局 
畜水産安全管理課 飼料検査指導班 御中 

DSM 株式会社 
東京都港区芝公園 2-6-3 

芝公園フロントタワー 
代表取締役 丸山 和則 

フィターゼ その２の（１）配合飼料の非フィチン態りんの成分量 

算出方法の変更願いについて 

１．要請の経緯 

申請者は、組換え DNA 技術応用飼料及び飼料添加物の安全性に関する確認の手
続き（平成 14 年 11 月 26 日農林水産省告示第 1780 号）第 4 条の規定に基づき令和元
年 9 月 9 日に公表された JPAo002 株を利用して生産されたフィターゼ（フィターゼ その

2 の（１））の輸入・販売を行っており（参考資料 1）、飼料の安全性の確保及び品質の改
善に関する法律（昭和 28 年法律第 35 号）第 3 条第 1 項の規定に基づき定められた飼

料の公定規格、「第 2 章 アミノ酸及び非フィチン態りんの成分量並びに可消化養分総
量等の値の計算方法」「2 配合飼料の非フィチン態りんの成分量」において、表 1（参考
資料 2）で示すような非フィチン態りん（％）の算出方法が定められている。 

一方で申請者は現在、JPAo002 株の改変型である JPAo012 株を利用して生産された
フィターゼ（以下「本品」と言う）の安全性に関して農業資材審議会飼料分科会において
審議頂いている。本品はフィターゼ その 2 の（１）の成分規格を継承することから、その

安全性の確認手続きの完了に伴い、本品の非フィチン態りん(％)算出方法の変更を要請
するものである。 

２．変更内容 
本品の非フィチン態りん(％)算出方法の追加に伴う新旧対照表を表 1 に示す。 

表 1 現行のフィターゼ（その２の（１））の非フィチン態りん(％)算出方法 新旧対照表 
【改正前】 

フィターゼの種類 算出方法 

同（139） 

フィターゼ（その 2 の（１））

飼料１ｋｇ当たり 1,000 フィチン酸分解力単位を添加した場合 

0.15 

ただし、平成 15 年 3 月 27 日付け官庁報告により公表のあった

組換え DNA 技術応用飼料添加物の安全性に関する確認を受

けたものにあっては、以下を適用する。 

飼料１ｋｇ当たり 1,500 フィチン酸分解力単位を添加した場合 
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【改正後】 

フィターゼの種類 算出方法 

同（139） 

フィターゼ（その 2 の（１））

飼料１ｋｇ当たり 1,000 フィチン酸分解力単位を添加した場合 

0.189 

ただし、令和元年 9 月 9 日付け官庁報告により公表のあった組

換え DNA 技術応用飼料添加物の安全性に関する確認を受け

たものにあっては、以下を適用する。 

飼料１ｋｇ当たり 1,000 フィチン酸分解力単位を添加した場合 

0.15 

平成 15 年 3 月 27 日付け官庁報告により公表のあった組換え DNA 技術応用フィター
ゼに関しては既に製造を終了し、今後市場に出回ることがないため、令和元年 9 月 9 日

付け官報報告があった現行品に置き換えるものとする。 

３．本品の非フィチン態りん 放出量に関して 
本品を用いた場合の飼料中のフィチン態リン放出量の裏付けに関して以下に示す。 
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⚫ 試験 1（参考資料 3）

試験実施機関：DSM Animal Nutrition Research Center（中国）
供試動物：豚（（PIC L1050×L337）×ランドレース，平均体重 8.6±0.6kg）
供試動物数：雄 48 頭（1 群 1 頭、8 反復）

試験期間：10 日間
試験群の設定：下表に示す

試験群 試験飼料 

A（陰性対照群） 無機リン源を含まないとうもろこしを主体とした飼料 

B 陰性対照飼料に本品を 187.5 単位/kg 飼料添加 

C 陰性対照飼料に本品を 375 単位/kg 飼料添加 

D 陰性対照飼料に本品を 750 単位/kg 飼料添加 

E 陰性対照飼料に本品を 1500 単位/kg 飼料添加 

F 陰性対照飼料に本品を 3000 単位/kg 飼料添加 

結果：陰性対照群（A）及び本品添加群（B～F）の糞中を分析した結果から算出した
可消化リン（％）およびフィターゼ添加による可消化リンの増加量は下表のとお

りであった。 

試験群 可消化リン ％ 
可消化リン量 

（各試験群－A，g/kg） 

A 0.108a 

B 0.173b 0.65 

C 0.187b 0.79 

D 0.233c 1.25 

E 0.262d 1.54 

F 0.272d 1.64 

  異符号間で有意差あり（Tukey’s test, p＜0.05） 
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⚫ 試験 2（参考資料 4）

試験実施機関：DSM Animal Nutrition Research Center（中国）
供試動物：豚（（（PIC L1050×L337）×ランドレース，平均体重 30.8±1.2kg）の
供試動物数：雌雄 48 頭（1 群 1 頭、6 反復）

試験期間：10 日間
試験群の設定：下表に示す。

試験群 試験飼料 

A 陰性対照群 無機リン源を含まないとうもろこしを主体とした飼料 

B 陰性対照飼料にリン酸二カルシウム（DCP）を 5g/㎏飼料添加 

C 陰性対照飼料にリン酸二カルシウム（DCP）を 10g/㎏飼料添加 

D 陰性対照飼料に本品を 500 単位/kg 飼料添加 

E 陰性対照飼料に本品を 1000 単位/kg 飼料添加 

F 陰性対照飼料に本品を 2000 単位/kg 飼料添加 

G 陰性対照飼料に現行品注）を 500 単位/kg 飼料添加 

H 陰性対照飼料に現行品注）を 1000 単位/kg 飼料添加 

  注）令和元年 9 月 9 日付け官庁報告を受けたフィターゼ（その２の（１）） 

結果：陰性対照群（A）及び本品添加群（D～F）の糞中を分析した結果から算出した
可消化リン（％）およびフィターゼ添加による可消化リンの増加量は下表のとお
りであった。 

試験群 可消化リン（g/㎏） 
可消化リン量 

（各試験群－A，g/kg） 

A 1.014 

D 2.471 1.457 

E 2.776 1.762 

F 3.073 2.059 
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⚫ 試験 3（資料 5）

試験実施機関：DSM Animal Nutrition Research Center（中国）
供試動物：豚（（PIC L1050×L337）×ランドレース，平均体重 9.58±0.42 kg）
供試動物数：雄 63 頭（1 群 1 頭、7 反復）

試験期間：10 日間
試験群の設定：下表に示す

試験群 試験飼料 

A 陰性対照群 無機リン源を含まないとうもろこしを主体とした飼料 

B 陰性対照飼料に本品を 500 単位/kg 飼料添加 

C 陰性対照飼料に本品を 1000 単位/kg 飼料添加 

D 陰性対照飼料に本品を 1500 単位/kg 飼料添加 

E 陰性対照飼料に本品を 2000 単位/kg 飼料添加 

F 陰性対照飼料に現行品注）を 500 単位/kg 飼料添加 

G 陰性対照飼料に現行品注）を 1000 単位/kg 飼料添加 

H 陰性対照飼料に現行品注）を 1500 単位/kg 飼料添加 

I 陰性対照飼料に現行品注）を 2000 単位/kg 飼料添加 

  注）令和元年 9 月 9 日付け官庁報告を受けたフィターゼ（その２の（１）） 

結果：陰性対照群（A）及び本品添加群（B～E）の糞中を分析した結果から算出した

可消化リン（％）およびフィターゼ添加による可消化リンの増加量は下表のとお

りであった。 

試験群 可消化リン（g/㎏） 
可消化リン量 

（各試験群－A，g/kg） 

A 1.074 

B 2.184 1.110 

C 2.721 1.647 

D 2.984 1.910 

E 3.010 1.936 
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⚫ 試験 4（参考資料 6） 

試験実施機関：DSM Animal Nutrition Research Center（フランス） 
供試動物：豚（ルドン×ラージホワイト，平均体重 7.3± 0.7kg） 
供試動物数：雄 40 頭（1 群 2 頭、2 反復） 

試験期間：7 日間 
試験群の設定：下表に示す。 
 

試験群 試験飼料 

A  
陰性対照 1 群 

無機リン源を含まないとうもろこしを主体とした陰性対照飼
料飼料 1（0.43%P、0.72%Ca） 

B 陰性対照飼料 1 に本品を 500 単位/kg 飼料添加 

C 陰性対照飼料 1 に本品を 1000 単位/kg 飼料添加 

D 陰性対照飼料 1 に本品を 2000 単位/kg 飼料添加 

E 陰性対照飼料 1 に本品を 3000 単位/kg 飼料添加 

F  

陰性対照 2 群 

無機リン源を含まないとうもろこしを主体とした陰性対照飼

料飼料 2（0.43%P、0.61%Ca） 

G 陰性対照飼料 2 に本品を 500 単位/kg 飼料添加 

H 陰性対照飼料 2 に本品を 1000 単位/kg 飼料添加 

K 陰性対照飼料 2 に本品を 2000 単位/kg 飼料添加 

M 陰性対照飼料 2 に本品を 3000 単位/kg 飼料添加 

 

結果：陰性対照群（A 及び F）及び本品添加群（B～E 及び G～M）の糞中を分析し
た結果から算出した可消化リン（％）およびフィターゼ添加による可消化リンの
増加量は下表のとおりであった。 

 

試験群 可消化リン（g/㎏） 
可消化リン量 

（各試験群－A，g/kg） 

A 0.55  

B 1.39 0.83 

C 2.05 1.49 

D 2.15 1.59 

E 1.96 1.41 

F 0.46  

G 1.40 0.95 

H 2.00 1.54 

K 2.53 2.07 

M 2.26 1.80 
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４．回帰式の作成 

試験 1～4 のデータからフィターゼ添加による可消化リンの増加量を基に回帰式を作成

した（参考資料 7）。得られた方程式から各酵素量における可消化リン増加量を下表に示

す。さらに豚における非フィチン態リンの消化率が、85％程度であることを考慮し、本品に

よる遊離する非フィチン態リン量を算出した。 

 

 フィターゼ添加量（単位/kg 飼料） 

500 1000 1500 2000 2500 3000 

可消化リン増加量 

g/kg 飼料 
 1.605   

消化率 85％を考慮した場

合 
      

g/kg 飼料  1.89     

％  0.189     

 

以上より、JPAo012 株由来フィターゼ（その 2 の（１））を使用した場合の算出方法「飼料

１ｋｇ当たり 1,000 フィチン酸分解力単位添加した場合に生じる非フィチン態リン量は

0.189％」を追加頂きたいと考える。 
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